








Dynabeads® FlowComp™ Human CD4 

7



結果- Dynabeads®FlowComp™ Human CD4 cells

分離前 分離後 Dynabeads FlowComp
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フローサイトで解析可能

• 高純度高純度
• 高回収率
• 高生存率
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高生存率



DynabeadsFlowComp Human CD4 
Naive T cells

Functional cells

活性化活性化

Dynabeads 
CD3/CD28

CD45RA

Memory T cells

CFSE

CD45RO

メモリーとナイーブCD4+ T細胞を分離

分離された細胞は機能を維持
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Dynabeads FlowCompTM vs. 他社カラム法

トパ

試薬100円あたりで処理できる細胞数

コストパフォーマンス
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Dynabeadsなら
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Dynabeads FlowComp 
Human CD4

他社カラム法磁気ビーズ法

Human CD4
カラム不要

コストパフォーマンスの大幅アップ！！

10



FlowComp Human CD4まとめ

性能
他社カラム法と比較して性能は同等で良いデータ

コスト
試薬の価格は他社カラム法のおよそ65%
（同じ価格に換算すると1 5倍の細胞を処理可能）（同じ価格に換算すると1.5倍の細胞を処理可能）

カラム法では試薬の他に高額なカラム代が必要ラ 法 試薬 他 高額な ラ 代 必要
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Dynabeads® FlowComp™ Human CD8 
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Dynabeads®FlowComp™ Human CD8 cells 
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Dynabeads FlowCompTM vs. 他社カラム法
H  CD8Human CD8

Human CD8 Cells 

80

100

40

60

(%
)

0

20

R ( 5) P it ( 5) Vi bilit ( 5)Recovery (n=5) Purity (n=5) Viability (n=5)

Dynabeads® FlowComp™
他社カラム法ポジティブ分離 Human CD8他社カラム法ポジティブ分離 Human CD8 

Dynabeadsは回収率がよい
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FlowComp Human CD８まとめ

性能
他社カラム法と比較して純度とviabilityは同等に良
いい

回収率はDynabeadsが優れている

コスト
試薬の価格は他社カラム法のおよそ65% 試薬 価格 他社 ラ 法 お そ
（同じ価格に換算すると1.5倍の細胞を処理可能）

他社カラム法では試薬の他に高額なカラム代が必要他社カラム法では試薬の他に高額なカラム代が必要
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Dynabeads FlowComp ヒト用Dynabeads FlowComp ヒト用

ポイント

• 従来と同じデータが半分のコストで得られる

ポイント

• 得られた細胞はビーズフリーの状態なので得られた細胞は ズフリ の状態なので
あらゆるアプリケーションに使用可能

• カラム不要で操作が簡単
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Dynabeads® FlowComp™ Mouse CD4 
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Mouse CD4 の回収率、純度、viability
Fl C TM 他社カラム法FlowCompTM 他社カラム法

1. カラム法では組織片の混
入が多くみられる

1. カラム法では組織片の混
入が多くみられる

2. カラムにつまってしまいウ
ォッシュがうまくできていな
い

3 純度低下の原因となる

2. カラムにつまってしまいウ
ォッシュがうまくできていな
い

3 純度低下の原因となる
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3. 純度低下の原因となる3. 純度低下の原因となる
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カラム法と比較して
純度とviabilityが
驚くほど向上！！

Recovery:           56% >           41%
Purity:                97% >>          76%
Viability:            87% >>          61%

18



Mouse CD4分離後にコンタミしている細胞

Mouse CD4  purity 
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Dynabeads FlowComp Mouse CD4 
他社カラム法

DynabeadsはＢ細胞のコンタミが少ない
目的細胞をしっかり回収し、不要な細胞の割合が極めて低い
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Mouse CD4まとめ

高純度： Dynabeads 97% >> 他社カラム法 76%

高回収率： Dynabeads 56% > 他社カラム法 41%高回収率： Dynabeads 56% > 他社カラム法 41%

高viability： Dynabeads 87% >> 他社カラム法 61%

DynabeadsはB細胞のコンタミが少ない

カラムを使用しないので脾臓組織片等がきれいに除去できる

性能に大幅なアドバンテージ

ランニングコストは同等
20

ランニングコストは同等



Dynabeads® FlowComp™ Mouse CD8 
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Mouse CD8 の回収率、純度、viability
FlowCompTM 他社カラム法

1. カラム法では組織片の混
入が多くみられる

1. カラム法では組織片の混
入が多くみられる

2. カラムにつまってしまいウ
ォッシュがうまくできていな
い

3 純度低下の原因となる

2. カラムにつまってしまいウ
ォッシュがうまくできていな
い

3 純度低下の原因となる3. 純度低下の原因となる3. 純度低下の原因となる

Recovery: 62% > 58%
純度に大きな違い純度に大きな違い

Purity: 84%      >>> 37%

Viability: 91%       > 83%
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Dynabeads FlowCompTM vs. 他社カラム法
マウスCD8ウ

マウスCD8細胞の分離マウスCD8細胞の分離
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ラつきも少ない

Dynabeads FlowComp Mouse CD8 (n=6)
他社カラム法 (n=6)

常に安定して高い純度が得られます
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常に安定して高い純度が得られます



マウスCD8分離後にコンタミしている細胞

Mouse CD8 PurityMouse CD8 Purity
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Dynabeads FlowComp Mouse CD8
他社カラム法

DynabeadsではCD49NK細胞のコンタミが少ない
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DynabeadsではCD49NK細胞の ンタミが少ない



Mouse CD8まとめ

高純度高純度：

Dynabeads 92% >>> 他社カラム法 40-75%

Dynabeadsはバラつきも少ない

カラムを使用しないので脾臓組織片等がきれい

に除去できるに除去できる

Dynabeadsは純度が大きく優れている

ランニングコストは他社カラム法と同等
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ラン ングコストは他社カラム法と同等



Dynabeads FlowComp マウス用Dynabeads FlowComp マウス用

ポイント

• 従来のカラム法では得られなかった

ポイント

従来のカラム法では得られなかった
高純度のデータが得られる

• 得られた細胞はビーズフリーの状
態なのであらゆるアプリケ シ ン態なのであらゆるアプリケーション
に使用可能

• カラム不要で操作が簡単
26

カラム不要で操作が簡単



ポリマーコーティングの重要性

Dynabeadsは他社磁気ビーズと違い
安定なポリマーでコーティングされています

FunctionalizationSwelling Nitration Magnetization Polymer Coating

安定なポリマ でコ ティングされています。

Porous

Iron

磁気ビ ズの

ポリマーコートの特長

Porous 
polystyrene bead Magnetized bead 磁気ビーズの

ポリマーコート

ポリマ コ トの特長

• 酸化鉄が外にもれない

• 使用期限が長い（安定）• 使用期限が長い（安定）

• 細胞に分解されない
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ナノパーティクルとデキストランに関する文献

他社カラム法等で一般的に使用されているデキストラン性磁気ナノパーティクル
は生分解性のため不安定で、酸化鉄のリークやデキストランの細胞内への移行
による細胞への影響が懸念されています

Magnetic Nanoparticles Are Neurotoxic
Pisanic et al. Biomaterials 28 (2007) 

による細胞への影響が懸念されています

• Viability:  48時間後の細胞死が10-60%増加

• Function: 分化障害
•神経突起の発生やサイズの減少•神経突起の発生やサイズの減少
•細胞間のインタラクションが30%減少

• Phenotype: 細胞の発達や機能に必要なGAP-43 の発現の顕著な低下

ff

デキストランラベルした酸化鉄ナノパーティクルの内部移行後の細胞応答

Fibroblasts Behavior Adversely Affected By DD-Iron Oxide Internalization
Berry et al. Biomaterials 25 (2004)

• Viability:  20%以上の細胞が死細胞になった、 14% がアポトーシスを起こした

• Function: 細胞の運動性がコントロールの細胞と比較して大きく低下

• Phenotype: 膜の破損がデキストランナノパーティクルでさらに明白となる
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• Phenotype: 膜の破損がデキストランナノパーティクルでさらに明白となる




